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「手の詩　賢治の詩」は、風の市プロデュース代表の庄﨑隆志さんが企画した手話劇です。詩
人・童話作家の宮沢賢治は1896年、明治・三陸大津波の年に生まれ、1933年の昭和・三陸大地
震大津波の半年後、この世を去りました。
庄﨑さん（賢治役）と南雲麻衣さん（妹のトシ役）は、賢治の詩「雨ニモマケズ」とともにその
世界を手話で表現し、東日本大震災のチャリティ公演として被災地などで上演してきました。シン
ポジウムでは、そのパフォーマンスに続き、南雲さんに被災地での支援活動についてお話いただき
ました。
── 手話劇「手の詩　賢治の詩」：庄﨑隆志＆南雲麻衣
「手の詩」
指や手を中心に使い、ドラマを展開します。
指や手の動きから人間の表情や情景をも表現します。
１．男と女の出会い
右手から男が生まれ、左手から女が生まれ、そして……。
２．海のアドリブ（波の表情、そしてその波間をいく小舟から、海中散歩へ）
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報告  被災地支援の現場から◉ろう者の被災支援
手話パフォーマンス＆トーク
庄﨑隆志 Shouzaki Takasi 南雲麻衣 Nagumo mai
南雲麻衣（手話劇・風の市プロデュースメンバー）：1989年東京生まれ。2012年
に和光大学現代人間学部身体環境共生学科を卒業。大学時代に庄﨑隆志氏に出逢
い、演劇を教わる。その後、ともに宮沢賢治の詩を手話で表わした。手話劇『五
輪書のぼうけん』『あらしの夜に』（2011年）、コンテンポラリー舞踊『牡丹と馬
遠野ものがたり』（2012年）などに出演し、芸術活動を続けている。東日本大震災
の後、庄﨑氏と一緒に被災地に向かい、演劇と芸術を通して各地のろう者と交流
した。
庄﨑隆志（演出家・俳優・風の市プロデュース）：1961年東京生まれ。1980年代
以降、劇団「デフ・パペットシアター・ひとみ」の創設メンバー、代表。俳優、
演出、脚本、美術も兼ねて活動し、アジアや欧米など海外13ヶ国で公演。俳優と
して映画『ゆずり葉』等々の主役。演出家としての新作にコンテンポラリー舞踊
の『牡丹と馬 遠野ものがたり』（2012年）。著作に「ろう者と聴者──『ことば』
を越えた新しい舞台創造」一番ヶ瀬康子他・編『障害者と福祉文化』（明石書店、
2001年）など。2010年「第59回横浜文化賞文化・芸術奨励賞」受賞。
海の中の穏やかな生物の様子が手から繰り広げられます。
３．モーツアルとんぼ長調
見えないピアノで音のない演奏を聞かせるうちに、弾いている指がいつの間にか……。
４．サーカス綱渡り稼業
ある綱渡り職人の人生を語ります。
５．スルメイカ焼き
あなたの情熱が必要です。
「賢治の詩」
１．賢治の序文
注文の多い料理店序文の手話ポエム。
「わたしたちは、氷砂糖をほしいくらいもたないでも、きれいにすきとおった風をたべ、
桃いろのうつくしい朝の日光を飲むことができます……」
２．イギリス海岸
ゴーシュがセロを弾くうちに、イギリス海岸の情景
そして、沖合いへ……。
３．星のめぐり
賢治が手帳を片手に空を見上げると静かに星が光っていた。
４．雨ニモ負ケズ
賢治のつぶやきを手話ポエムで。
当日の上演情景の一部
シンポジウムで上演された手話劇の一部を「風の市プロデュース」のご了解を得て、紹介します。
和光大学総合文化学科 3 年生の大宮佳之さんと小松快さんの映像記録から複写した写真を使用し
ました。
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庄﨑隆志さん（賢治役） 南雲麻衣さん（妹のトシ役）
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── 報告：南雲麻衣
2011年3月11日に東日本大震災がありましたが、それはろう者に大きな被害を与えました。
健常者と違い、聴こえないというハンディがあるために指示が聴こえずに、大津波で流さ
れて亡くなった方がいました。また、避難所では健常者との共同生活ができず、寂しい思
いをした方たちもいます。「こうすれば防げたのに……」という後悔と悔しさ、そして、復
興のために活動している人たちの顔を見て、居たたまれない気持ちになりました。
震災後、私たちがパフォーマンスでできることは何かと考え、「office 風の器」を主宰す
る庄﨑隆志さんのアイディアでチャリティ公演（2011年 5月 7、8日の2日間で全3回）を行
いました。集めたお金は、各地のろうあ協会を束ねる「財団法人全日本ろうあ連盟」に寄
付しました。
2011年 7月には、宮城ろうあ協会の震災復興イベントの主催者から依頼があり、宮澤賢
治を題材にした「手の詩　賢治の詩」を披露し、会場は笑いと涙に包まれて幕を閉じまし
た。
その後の交流会では、あるろう者（男性）に地震が起こったあの日のことを手話で話して
もらいましたが、手話は、健常者が話している音声言語と異なり、絵画的な表現であるた
め、まるで映画を見ているように真に迫っていました。当日の恐怖を含めて、彼が見たも
のを全部話して下さいました。
地震は仕事中に起きたそうです。揺れがおさまるのをしばらく待った後、上司の帰宅命
令が出たため、彼は状況を把握しきれていないまま帰らされてしまいました。運転してい
る途中にふと振り返ってみると大津波が来るのが見え、家は流されており、そのときによ
うやく、起こったことがただごとではないと気が付いたそうです。
ろう者がこのような状況を瞬時に理解するのは、手話以外のコミュニケーションではと
ても難しいのです。彼は、上司のあせりのない顔を見て、大丈夫だと判断して帰ったと言
います。しかし、聴こえない彼の周りでは、いろいろな情報が飛び交っています。彼には
それらの情報が聴こえないため、危ないことが身近に起こりうる可能性が高くなるのです。
聴こえる人ならば、わざわざ尋ねなくても、聴こえてくる情報の中から必要な部分だけキ
ャッチして、すぐさま行動に移せますが、ろう者は情報が視覚化されない限り知ることは
ないのです。ろう者にとって表情こそが状況を把握するために大事であることを、健常者
に理解してほしいです。震災を経験した人たちは、知らないのは怖いことだという実感を
もつようになりましたし、聴こえないことを周囲に理解してもらわないといざというとき
に助けてもらえないかもしれないと意識をするようになりました。
次に宮城県内でもっとも被害が大きかった港町の閖上����地区に住んでいたろう者の話をし
たいと思います。彼の体験は、私たちろう者にとって忘れてはいけない話でした。次世代
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に伝えていき、緊急時の対策を考え、受け継がれていくべき貴重な証言だと思います。
その彼は渡辺征二（宮城県立特別支援学校の同窓会会長）さんと言います。渡辺さんの経験
は、生き残ったのが奇跡だと思えるくらい壮絶なものでした。渡辺さんの住んでいた名取
市閖上地区の人口は、2011年のデータによると約 7万3000人、そのうち死者約900人、行
方不明者約180人。大津波によって多くの人を失いました。その中に助からなかったろう者
も数人いたと言われています。一般人は立ち入り禁止でしたが、名取市長さんにお会いし
て特別に許可をもらい、渡辺さんに現地を案内してもらいました。
閖上����地区では、港に近づけば近づくほど家がなくなっていきます。どれくらいまで津波
が来たのか、建物や家を見て想像できました。渡辺さんの家があった場所まで案内しても
らい、跡形もない土地で、どこに玄関があったか、リビングはここだったなどとお話して
もらいました。玄関があっただろうというところで立って語る渡辺さんの姿は今でも忘れ
られません。
地震があった日は奥さんと家にいて、倒れてしまったものを片付けている最中に、突然、
彼のお兄さんが車で来ました。お兄さんは聴者なので市民放送で情報を得て、「弟夫婦は聴
こえない。何も知らない」と思い、迎えに来たそうです。
「慌てて車に乗り込んだが、避難所に向かう道が車で渋滞していたので、遠回りした」
「渋滞で止まっている車のところに大津波が来て、多くの人たちが流されていった」と手話
で語る渡辺さん。彼の手で語られた内容はとてもインパクトがあり、今も鮮明に覚えてい
ます。渡辺さんは当初、大津波を黒い雲が浮かんでいる様子と見間違えました。黒いもの
は、実は、木や建物の瓦礫などが波によって積み上げられているものだと気付いたときは、
腰を抜かしそうになったそうです。彼らは無事に逃げおおせて避難所につくことができま
したが、もし、お兄さんが来なかったら状況を知らずに流されていったのだろうと思うと、
こうして無事に助かってよかったと思いました。
渡辺さん夫婦は避難所の生活が苦しかったと言います。それは食事や必需品の確保が難
しかったからでした。彼らのコミュニケーションは手話と筆談ですが、避難所に彼らの手
話を通訳してくれる通訳士がいないため、筆談のみになってしまいますし、想像もしなか
った出来事が起こったあとで聞きづらい雰囲気だったこと、彼らを理解してくれる人がい
なかったことなどが、困難な状況を招いたのだと思います。渡辺さんは手話通訳をしてく
れる人が必要だと思い、何時間かかけて名取市役所まで歩いた、という話を彼の知り合い
から聞きました。
ろう者が置いていかれるという出来事は他の地域にもあったようです。やはり情報の格
差がそのような事態を招いてしまっています。
また、災害時の支援制度も整っていません。実際にあった話ですが、支援しなきゃと躍
起になって、現地の情報を得ないまま物資を送ってしまい、同じようなものばかりが送ら
れてきて、無駄になってしまうものが多かった、本当に必要としているものが送られてこ
なかったというトラブルがありました。これは支援側の反省すべき点ですし、被災者にも
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同じようなことが言えますが、地域が一体にならないと情報はバラバラに拡散してしまい
ます。日頃からその基盤をしっかり固めておけば、日本ろうあ連盟のもとに集まった義援
金や手話通訳、カウンセラー、補聴器などの物資の支援が行き届きやすくなります。
震災があって、ろう者が被災者になったらどのような立場に置かれるのか、ありとあら
ゆることが見えてきました。
被災地から遠く離れた私たちも、犠牲になった人たちを忘れないため、できることは何
かを考え、起こったことが風化してしまわないように、それぞれ形にして受け継いでいか
なければなりません。
形になったものをひとつだけ紹介したいと思います。私たちの知り合いでろう者映像作
家の今村彩子さんがドキュメンタリー『手話で語る3.11──宮城 被災ろう者の体験談』、
『音のない3.11──被災地にろう者もいた』を作り、各映画館で上映しています。そのDVD
（Studio AYA http://sutudioaya.com）が出たので興味がある人は是非見てください。渡辺さんも
登場しています。
最後に、私たちのパフォーマンスで何ができるかというと、震災の恐怖から笑顔が見ら
れない被災者たちを笑顔でひとつにすることです。
───────────────────［しょうざき  たかし・風の市プロデュース代表／演出家、俳優］
─────［なぐも  まい・風の市プロデュースメンバー／和光大学現代人間学部身体環境共生学科卒業生］
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